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 1.  2015年秋便り   

   

 

    2015年の深まりゆく秋  真っ青な空に野山も里も紅葉が始まり、秋真っ只中  

    スポーツに また 自然を訪ねて 戸外に遊ぶのもよし 

    秋の日暮れは つるべ落とし 自室にこもり 秋の夜長をゆっくりと過ごすのもよし 
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   11. 

中西睦夫
スタンプ



 2. 久しぶりに海外 台北の街へ 大学同窓仲間と  

 

久しぶりに海外へ 台北にいる仲間が招いてくれて 同窓の仲間15人ほどで台北へ 

飛行機の切符も通関もそして飛行機も見るもの聞くものみんな新しく 完全なお上りさん状態で行ってきました。 

台北は高層ビルが立ち並ぶ大都会 かつての日本統治時代の建物も緑の中に点在する美しい街。街の標識はみな漢字だし、み

んな本当に親切で、神戸の街を歩いているのと変わらず。 自動車社会になったとはいえ、通勤ラッシュのバイクの列は か

つて 東南アジアの街で見たのと同じ。 活気あるアジアの大都会でした。 

一番びっくりしたのは 大都会にありがちなスラムが全く見られず、食事の安さにも。 台湾ビールに紹興酒を飲んで 台湾

料理も口に合って 念願の故宮博物院にも行ってきました。 

    

    

                                     台北の街歩き  2015.10.19.&10.20. 

台湾が取り巻く環境は複雑 国民党政権化で戒厳令の下 

大陸と対峙した時代を経て、大陸との交流が蜜月の時代

にはいり、経済ばかりでなく、人的交流も盛んで 数多

くの大陸の人達が今 台湾に押し寄せている。 

一方 街には 蒋介石・国民党の功績をたたえる巨大モニ

ュメントもあり、香港のように大陸の一部に組み込まれ

てゆくのか  

それとも大陸から独立独自路線を維持するのか 来年 1

月に総統選挙 台湾の人達の思いは複雑と。 

今のところ 大陸との融和路線をとってきた国民党政権

に代わって、現状維持独自路線の新民党が優勢と聞く。 

戦後 国民党とともに大陸からやってきた人たち そし

て国民党政権化で戒厳令で抗日・抗大陸を経験し、厳しくも清廉な日本統治時代を懐かしむ高齢層 そして戦争を知らず台湾

の繁栄をまのあたりしてきた若者たち 

それぞれの思いを込めた総統選挙。そんな 台湾の人達の思いも垣間見てく来ました。 でも 本当に日本人には親切。  

情報社会の真っただ中の日本にいますが、やっぱり 想像をめぐらすだけではだめだと。 

 



台湾台北 印象記  20125.10.19 & 20.  

 

 

 

2015.10.19&20 台北で撮ったスナップ 



 3.  特牛イカの水揚げ港 山口県西長門海岸「特牛」の港 

      NHK「ドキュメント72時間 - 旅漁師イカ釣り人生 -」を見て 2015.10.23. 

    

   

「特牛」と書いて、「こっとい」と読む。「特牛港」に「特牛イカ」って ご存じでしょうか?? 

山口県の日本海側 西長門の美しい海岸沿いにあり、すぐ東の油谷

半島は阿部総理の故郷でもある。 

JR山陰線の「特牛駅」は日本一難解の駅としても有名。 

その「特牛漁港」が、NHKの定点観察ドキュメント番組「ドキュメ

ント72時間 - 旅漁師イカ釣り人生 -」として放映された。 

  イカの大漁場 響灘に日本各地から集まるイカ釣り船が、鮮度が

命のイカを特牛漁港に急行してセリにかける。そんな特牛漁港に入

るイカ釣り船の漁師さんたちを72時間を追う番組だった。 

 

私が約10数年前 山口県の美祢で仕事をしていた時、美しい夕日

と海流が流れるのが見られる美しい海岸として、何度も通った港で、

この港にスポットが当たるなんて…・とぴっくり。 

今はもう美しいコンクリートのアーチ型の橋が架かったが、当時は向かいの角島への連絡船があり、イカ釣り船の漁港として

もちょっとは知られた小さな漁港でしたが、その後、角島に橋が架かり、神戸に帰ったこともあり、特牛の港も忘れかけてい

たところでした。でも、特牛港というと今もイカ釣り船がすぐ頭に。この山口美祢時代の生きた剣先イカは本当に美味で、今

やイカの刺身は私の大好物。 家内は美祢の時代に街の魚屋さんに教えてもらって この生きた剣先イカやスルメイカの表面

の皮をはいで、くるくると身を丸めて冷凍保存。好きなときに解凍してイカのサシミを食べる技も身に着け、いまも冷蔵庫に

はそんなイカが入っている。そんな 街でいつでも手に入った西長門のイカが、今や「剣先イカの王様 特牛イカ」としてブ

ランド化され、東京や大阪などで、ひっはりれだこの高級イカ。 高値を狙う日本各地の漁船が先を争って、この特牛の港で

水揚げし、またすぐ漁場にもとってゆくという。ここに上がったイカだけが「特牛イカ」と名乗れるビックリのビジネスモデ

ルが構築されていると聞く。 

最近は山口へ行く機会もなくなって、ちょっぴり寂しくなっていた時のうれしいニュースに目を凝らしてみました。 

夜 コウコウと明かりをつけ操業するイカ釣り船が夜の海に点々とともす漁火もまた、懐かしい。 

久しぶりに よく通った西長門の海岸 特牛港の賑わいを聞いて、うれしくなって 11月の便りに。 

 この西長門海岸 今は角島大橋と角島海岸が美しいスカイラインとして 若者たちに人気になりましたが、 

 日本海に沈む夕日とともに 美しい海岸線を眺めながら、すぐ北にある角島との間をゆったり海流が流れてゆく様を眺め、   

 ゆったりと長門の温泉につかる一日も忘れられぬ山口・美祢の時代の思い出。 機会があれば、ぜひ一度どうぞぞ 

             2015.10.23. NHK「ドキュメント72時間 - 旅漁師イカ釣り人生 -」を見て 

 



 4. またぞろ起きたモノづくり現場の偽装問題  この中に潜む日本の体質 

この夏 京都市内の道路橋2橋の耐震補強工事で、補強部材に溶接不良による亀裂が見

つかった。すぐに問題が起こらないが、完全溶け込みの溶接設計部をどうも意図的に部

分溶け込み溶接で済まされた部品だといい、この部品を作った会社ではほかの橋の部品

にも同じような施工が行われていたという。 表面から見た目ではわからぬ意図的な施

工のようだ。またしても 溶接部で意図的な偽装施工が行われたか……・と。 

溶接と常にかかわって仕事をしていた私にとって、高度成長の終末期 IT ・国際競争・

コスト・スピード・人員削減を至上を至上命令とされ、現場が疲弊していった時代が頭

に浮かんでくる。  またも繰り返すのか… それも溶接が最初にやり玉に…との思い

がある。 

納期・コスト・人材など厳しい締め付けが行われる施工現場。 時代がおかしくなって

くるといつも一番弱いところから こんな問題がいつも露呈する。 

時代の変わり目 変な時代の今「他の分野からも同じような問題が続々と出てくる

だろうなぁ…」と思っていたら、耐震ゴムの品質偽装に マンションの基礎くい打

ち偽装と次々大きな社会問題を引き起こしている。  

そして、こんなことは絶対しない国民性だと思っていたドイツの巨大企業フォルクスワーゲンまでも。 

バラ色のグローバルな情報社会とは こんな社会なのか・・・・・と。 

 

御多分に漏れず、問題を引き起こした一企業のそれもその現場が全責任を背負わされ、それで幕引きか?・・・ 

おかしいぞ そんな現場環境にしたルーツ原因はなになのか???  張本人は誰だと。 

問題が発覚して 精通せぬ検査提出書類を調べただけでも いくつも不審点が出てきている。 

ましてや 施工検査書類を提出させた元受サイドはなぜ見抜けぬのか…。そうではあるまいと勘繰りたくなる。  

少なくとも検査書類など 作業の完工承認を出したサイドの責任は共同であろう。 

 

今 日本では「日本のモノづくりは世界一」とのキャンペーンが、いたるところで張られ、毎日毎日 聞かされる。  

これは本当だろうか????  強がり。 このギャップの大きさ。 

政治家と一緒になって世界一と浮かれている場合ではない。凝りもせず またしても同じパターンの構図がうかがえる。 

今も苦しむ原発福島の作業現場も同じだろう。 

現場を精通せぬ人たちが、現場を論じることのむつかしさ。現場を知らぬ幹部が現場を知っていると思い込んでいるの

が一番厄介だ。 そんな局面を何度か 眼にしたことがある。言葉ではなく中で本当に人を育てないと何にもならぬ。

そんなプログラムを自分で持ち、現場に眼を向ける会社幹部が本当にいるのだろうか・・・。 

眼は国際競争 global情報・金融 そして市場の極端な至上主義になっていないだろうか・・・・・ 

そんなレベルの社外監査機構を社内に持っても何の役にもならぬ。 

製造現場をそのまま擁護するつもりはないが、根本のところが、常にblackボックス神域化され、 

毎度生かされない日本の体質。東京の論理に歯止めをかけないと それこそ沈没だ。 

 

昔 アメリカのあるメーカーでは それこそ 幹部から末端まで「Copy Exactly」の言葉が浸透した製造現場が構築さ

れ、実践されていたのを思い出す。弊害もあるが、その現場ラインを守る頑固なまでの厳しさには脱帽した経験がある。 

実を知ろうとしない「生半可な新しものがり 都合のいい組合わせ」が本当の「モノづくりは世界一」だろうか・・・・

そんな岐路にある日本のモノづくり。今 立ち止まって考えないとそれこそ世界から取り残されるだろう 

地方から そして若者から いでよ 新しいモノづくり世界一  それが日本モデルになる日を期待。 

 

溶接と長くかかわってきた私にとって つい溶接の話となると頭の中がぐるぐる回って、 

秋の夜長 ああでもない こんなこともあったと…  つい ぶつぶつです。 

        2015.11.6. 秋の夜長 マンション基礎杭の偽装に頭を巡らしながら  Mutsu Nakanishi 


